
1．車体のハイテン化動向

2000 年以降に発売された自動車においては，それま
で一部の車種，部品にしか使われていなかった 590MPa
級鋼板を，第 1図に示すように前後面および側面から
の衝突対応部品に適用する例が増えてきた。これは，1990
年代後半に複合組織型合金化溶融亜鉛めっき鋼板1）～3）や
残留オーステナイト熱・冷延鋼板など高加工性を有する
新しいハイテン材が開発され，比較的成形難易度の高い
部品への適用が可能になったためである。これによって，
部品の板厚を 1ゲージ薄くする，あるいはリインフォー
スメはソㇿコ゚で にョ金 品の菱留丩可能に挂ず衰よｎ
さらに現在次期モデル向ぎに 780～980MPa 級鋼の適く゚ 材料の一層の高強度化，加工性改善を目指した技術開発が進められている。当社においては冷延鋼板では 1 470

MPa ンソフトを導入し，成形，剛性，衝突の各解析がおこなえる体制を整えている。以下にいくつかの事例を紹介すがおいを榛owledge, technology to compen

sate
for H. S. S. material weakness, and new technologies（like laser welding and quench hardening）are expected
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